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しいかをよく示 している｡ (本間 武)
Harry E.Groves:TheConstitution of
Malaysia.MalaysiaPublicationsLtd.,Sin-
gapore,1964.239p.
著者は,シンガポール大学法学部 (1957年創立)の
憲法専攻の客員教授で,現出去学報長である｡他に甘
苦として,ComparativeConstitutionalLaw,Cas-
esandMaterials,1963,NewYork がある.マレ
ーシア連邦で,法学部のあるのはシンガポール大学だ
けであるが,マレ-シア憲法の全貌を一書に普わすに
充分な地位と力量を持つ学者は,前法学部長の LA.
Sheridar教授と著者をおいて他 にないといってよい
であろう｡その意味で, Ahmadlbrahim 氏も述べ
ているように (30MalayanLawJournalxcvii),
本書はまさにこの分野 での待望の 書二というべきであ
る｡
著者は,憲法をその歴史的,政治的,社会的なコン
テクス トの中で把握することにつとめており,その試
みは成功している｡他の憲法の書物にありがちな催眠
剤的な効果が本書にないのは,そのせいであろう｡先
ず,序論で,マレーシア憲法を理解するための基礎的
知識として必要な事柄, たとえば,領土,同氏, 紘
演,歴史的発展,憲法史について,要領よくまとめて
いる｡そして本論では,憲法の規定を迫って統治の機
構と基本的人柾について詳しく論じている｡その際,
立法と立法による憲法解釈に重点を置く形になってい
るが,現行憲法の下での判例はまだ少ないのであるか
ら,これはやむを得ないといってよいであろう｡ 著者
は,本書を,マレーシア人ないしマレーシアについて
よく知っている人々だけでなく,マレーシアについて
ほとんど知るところのない人達をも対象にして書いた
と述べている｡著者白身アメリカの法律学者なので,
外匡卜人として知りたいことをよく掴んで書‥いているこ
とも本書の特徴として挙げておこう｡Ibrahim氏の指
摘するような事実誤認 (この指摘は貴重である)は,
外閑人としてある程度は仕方がない面もある｡
ただ欲をいえば,比較憲法的な見地からの考察と批
判をもっと加えれば,マレーシア憲法の特色をより鮮
かに描 くことができたのではないかと′じしわれる｡著者
の経歴やこれまでの業績から見て,少 くともアメリカ
憲法との比較が欲しいところである｡それから外国人
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